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達 示 第 ２ １ 号  

令和７年４月２８日 

 

 

         東京拘置所長 山 本 英 博    

 

 

   「教誨師の招へい及びその宗教活動等実施細則」の制定について 

 標記について、教誨師の招へい及びその宗教活動等に関する訓令（令和６年法

務省矯成訓第２１号大臣訓令。以下「訓令」という。）及び令和６年３月２９日付

け法務省矯成第５１７号矯正局長依命通達「教誨師の招へい及びその宗教活動等

に関する訓令の運用について」に基づき、別紙のとおり定め、即日施行します。 

なお、令和６年９月１８日付け達示第２５号「教誨師の招へい及びその宗教活

動等実施細則」の制定について」は、廃止します。 
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別紙 

教誨師の招へい及びその宗教活動等実施細則 

目次 

第１章 総則（第１条－第５条） 

第２章 儀式行事及び宗教教誨（第６条－第１７条） 

 第３章 一人で行う宗教上の行為等（第１８条－第２１条） 

 第４章 雑則（第２２条及び第２３条） 

 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この細則は、東京拘置所（以下「当所」という。）において、民間の篤志

家である宗教家（以下「教誨師」という。）の行う宗教上の儀式行事（以下「儀

式行事」という。）及び教誨（以下「宗教教誨」という。）、施設の長の求めに基

づくその他の協力活動（以下「協力活動」という。）（以下、儀式行事、宗教教

誨及び協力活動を合わせて「宗教活動等」という。）並びに一人で行う宗教上の

行為等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（教誨師の招へい） 

第２条 被収容者が儀式行事に参加し、又は宗教教誨を受けることを希望した場

合には、その希望する宗教宗派に所属する教誨師を招へいし、被収容者が儀式

行事に参加し、又は宗教教誨を受ける機会を設けるように努めるものとする。 

２ 教誨師を招へいする場合は、施設ごと又は都道府県ごとに置かれている教誨

師会等の民間団体や各宗教宗派の宗務所等に対し、教誨師の派遣を依頼するも

のとする。 

（遵守事項の告知） 

第３条 教誨師には、宗教活動等を行うに当たって、次の各号に定める遵守すべ

き事項を告知する。 

（１）宗教活動等の実施上知ることのできた被収容者の身上、職員の個人情報、

施設の保安警備等に関する秘密を漏らしてはならないこと。 

（２）被収容者の裁判又は審判に関する事項には触れないこと。 

（３）当所の規律及び秩序を害する結果を生ずるおそれがある内容の発言はしな
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いこと。 

（４）その他当所の規律及び秩序の維持その他管理運営上遵守すべき事項に関す

ること。その内容は、以下のとおりとする。 

  ア 当所の規定する被収容者の遵守事項に反する行為及び当所の規定する被

収容者の心得に定める内容に反する行為を助長させないこと。 

  イ 被収容者やその家族等からの伝言や連絡の依頼を受けないこと。 

  ウ 被収容者との間で物品の授受を行う際は、必ず必要な手続きを取ること

とし、直接物品の授受をしないこと。 

  エ 教誨室、教室、講堂等には、宗教活動等に必要なもの以外は持ち込まな

いこと。 

（宗教活動等の実施への協力） 

第４条 教誨師から要請があった場合その他特に必要と認める場合を除き、個別

の宗教教誨について、職員による立会いを行わないこと。 

２ 教誨師に対しては、必要に応じて、事前に、宗教活動等を受けることを予定

している被収容者の人数及び氏名その他の必要な情報を提供すること。ただし、

情報の提供は、口頭又は書面の閲覧により行い、個人情報が記載された書面を

施設外に持ち出させないよう留意すること。 

３ 儀式行事及び宗教教誨の実施に当たっては、あらかじめ被収容者に対し、参

加希望の有無を確認すること。 

（宗教活動等の実施の記録） 

第５条 訓令第５条に基づく「宗教活動等実施簿」（別紙様式１）は、教誨師が宗

教活動等を行った場合に、教誨師の氏名、被収容者の氏名又は人員、その日時、

場所、内容等を記載すること。ただし、宗教教誨を行った場合は、その内容を

記載しないこと。 

 

   第２章 儀式行事及び宗教教誨 

（儀式行事の実施要領等） 

第６条 個別の儀式行事及び複数の被収容者が参加する儀式行事の実施要領等に

ついては、その都度起案し、決裁を受けるものとする。 

（宗教教誨の区分） 
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第７条 宗教教誨は、個人教誨及び集合教誨に区分する。 

（宗教教誨の実施日時） 

第８条 宗教教誨の実施日時は、原則として、矯正処遇部門（教育担当）で毎月

作成する行事予定表に基づくものとする。 

（宗教教誨で使用する用具） 

第９条 宗教教誨で使用する用具のうち、矯正処遇部門（教育担当）から貸与し、

又は支給するもの以外は、参加者の自弁とする。 

（個人教誨の対象者） 

第１０条 個人教誨の対象者は、全ての被収容者とする。 

（個人教誨の参加手続） 

第１１条 個人教誨への参加を希望する者には、「個人教誨参加希望」と題する願

箋を統括矯正処遇官（教育担当）（以下「教育統括」という。）宛に提出させる

こと。 

２ 前項の願箋を受領した矯正処遇部門（教育担当）職員は、その者の氏名等を

希望する宗派の「個人教誨所属者名簿」（別紙様式２）に登載すること。 

（個人教誨の退会手続） 

第１２条 個人教誨からの退会を希望する者（以下「退会希望者」という。）には、

「個人教誨退会希望」と題する願箋を教育統括宛に提出させること。 

２ 前項の願箋を受領した矯正処遇部門（教育担当）職員は、退会希望者の所属

する宗派の「個人教誨所属者名簿」からその者の氏名等を抹消すること。 

（個人教誨の種類） 

第１３条 個人教誨の宗派等は、別表１のとおりとする。 

（集合教誨の対象者） 

第１４条 集合教誨の対象者は、当所を処遇施設として指定された受刑者とする。 

（集合教誨の参加手続） 

第１５条 集合教誨への参加を希望する者（以下「参加希望者」という。）には、

「集合教誨参加希望」と題する願箋を教育統括宛に提出させること。 

２ 前項の願箋を受領した矯正処遇部門（教育担当）職員は、参加希望者の希望

する宗派の定員及び現在人員等を確認し、その参加の可否を検討の上、参加希

望者を当該集合教誨に参加させることが可能と判断した場合は、その者の氏名
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等を希望する宗派の「集合教誨所属者名簿」（別紙様式３）に登載するものとし、

参加人数超過のため集合教誨に参加させることができない場合は、保留とし、

欠員が生じ次第参加させるものとする。 

３ 矯正処遇部門（教育担当）は前項の可否について、矯正処遇部門の担当区に

連絡し、連絡を受けた矯正処遇部門職員は、参加希望者に対し、参加の可否そ

の他必要事項について告知するものとする。 

（集合教誨の退会手続） 

第１６条 集合教誨の退会手続については、第１２条の規定を準用する。 

（集合教誨の種類及び定員） 

第１７条 集合教誨の種類は別表２のとおりとし、定員は宗派ごとに２０名まで

とする。 

 

   第３章 一人で行う宗教上の行為等 

（対象者） 

第１８条 一人で行う宗教上の行為の対象者は、全ての被収容者とする。 

（内容） 

第１９条 一人で行う宗教上の行為は、居室等（職員の連行を伴わない場所）で

行う合掌、聖書の黙読等とし、矯正処遇部門において適宜実施させるものとす

る。 

（その他の礼拝等） 

第２０条 教誨室等で行う必要のある礼拝、焼香等は、「礼拝願い」又は「焼香願

い」等を記載させ、矯正処遇部門職員が実施する。 

なお、礼拝、焼香等を行った場合には、礼拝、焼香等実施記録（別紙様式４）

に、所定の事項を記載する。 

（実施） 

第２１条 第１９条及び第２０条の行為等は、当所の規律及び秩序の維持その他

管理運営上支障を生ずるおそれがない場合に行うことができるものとする。 

 

第４章 雑則 

（参加の一時停止等） 
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第２２条 他の被収容者と共に儀式行事又は宗教教誨に参加している者が、次の

各号に掲げる事由に該当する場合は、その参加を一時停止することができるも

のとする。 

（１）儀式行事若しくは宗教教誨の円滑な実施の妨げとなる行為があった場合又

はそのおそれがある場合 

（２）正当な理由なく宗教教誨への参加をしなかった場合 

（３）閉居罰を執行中の場合 

（４）隔離中の場合 

（５）休養中の場合 

（６）刑事訴訟法の規定による場合 

２ 個別に儀式行事又は宗教教誨を受ける場合において、次の各号に掲げる事由

に該当する場合は、その参加を一時停止することができるものとする。 

（１）儀式行事若しくは宗教教誨の円滑な実施の妨げとなる行為があった場合又

はそのおそれがある場合 

（２）正当な理由なく儀式行事又は宗教教誨への参加をしなかった場合 

（３）休養中の場合 

（４）刑事訴訟法の規定による場合 

３ 第１項又は第２項により、儀式行事又は宗教教誨への参加を一時停止した場

合には、教育統括はその旨を本人に告知するものとする。 

４ 儀式行事又は宗教教誨への参加を一時停止された後、第１項又は第２項に掲

げる事由が解消され、本人が儀式行事又は宗教教誨への参加を希望する場合に

は「一時停止解除希望」と題する願箋を教育統括宛に提出させる。 

５ 第１項第２号又は第２項第２号の事由に該当する場合には、定期的に本人の

意思を確認し、本人が儀式行事又は宗教教誨からの退会を希望するときは、第

１２条に規定する退会手続を行うものとする。 

（松戸拘置支所における準用） 

第２３条 本細則の規定は、松戸拘置支所に準用する。この場合において、「統括

矯正処遇官（教育担当）（以下「教育統括」という。）」とあるのは「統括矯正処

遇官」と、「矯正処遇部門（教育担当）職員」とあるのは「松戸拘置支所職員」

と、読み替えるものとする。 
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別紙様式１ 

 

部 長 次 席 統 括 主 任 

    

宗教活動等実施簿 

１ 教誨師名 宗派 

２ 被収容者の

氏名又は人員 

 

 

３ 実施日時 

                 時   分から 

年   月   日 

                 時   分まで 

４ 実施場所  

５ 活動の種類 
 （該当箇所に☑） 

□ 行事儀式 （ □個人 □集団 ） 

□ 教誨   （ □個人 □集団 ） 

□ 協力活動 （ □個人 □集団 ） 

６ 実施内容 
（教誨については、記載

せず斜線を引くこと。） 

 

 

７ 参考事項  

（留意事項） 

活動の種類は、以下の定義に基づき選択すること。 

１ 儀式行事 

  彼岸法要、大赦、復活祭、葬儀等の特定の日に宗教家が主宰して行う活動等 

２ 教誨 

  個人的依頼（複数の者によるものを含む。）によりなされる読経、説話、教化、告解等の

宗教教義に基づく精神的救済活動 

３ 協力活動 

  施設の長の求めに基づく矯正処遇、矯正教育等の指導・教育的活動 
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別紙様式２ 

個人教誨所属者名簿 

（実施者） 

宗 派 教 誨 師 名 被 収 容 者 呼 称 番 号 身分 居 室 備考 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

 

（中断者） 

宗 派 教 誨 師 名 被 収 容 者 呼 称 番 号 身分 居 室 備考 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

（注）必要に応じて行を適宜増減して差し支えない。 
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別表１ 個人教誨の種類 

 

宗
派
（
個
人
教
誨
） 

カトリック 

プロテスタント 

浄土真宗本願寺派 

真言宗豊山派 

神社本庁 

曹洞宗 

天理教 

日蓮宗 

臨済宗大徳寺派 
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別紙様式３ 

 

集合教誨所属者名簿 

宗派        

 居室 工場 称呼番号 氏名 入会日 

１      

２      

３      

４      

５      

６      

７      

８      

９      

１０      

１１      

１２      

１３      

１４      

１５      

１６      

１７      

１８      

１９      

２０      

（注）必要に応じて行を適宜増減して差し支えない。 
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別表２ 集合教誨の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宗
派
（
集
合
教
誨
） 

カトリック 

プロテスタント 

浄土真宗本願寺派 

真言宗豊山派 

神社本庁 

曹洞宗 

天理教 

日蓮宗 

臨済宗大徳寺派 
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別紙様式４ 

 

次

席 

 統

括 

 主

任 

 専

門

官 

 

係 

 

 

礼拝、焼香等実施記録 

居 室   棟 階  室 実 施 場 所  

呼 称 番 号        番 願 箋 受 付 年  月  日 

氏 名  教育受領日 年  月  日 

死 亡 者  命 日 年  月  日 

関 係  備 考  

実 施 日 時 年  月  日（ ） 午前・午後  時  分 

立 会 者  

（動静について） 

 

                                    

 

                                    

 

                                    

 

                                    

 

                                    

上記礼拝又は焼香等動静異常（無・有）     担当に引継ぎ 

（願箋添付） 

 


